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大
館
市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
１４
年
度
の
決
算
に
基
づ
い
て
「
大
館
市

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」（
平
成
１５
年
３
月
３１
日
現
在
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
道
路

な
ど
の
資
産
と
そ
の
建
設
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
お
金
を
対
比
し
て
、

あ
る
一
時
点
に
お
け
る
市
全
体
の
資
産
や
負
債
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
「
歳
入
歳
出
決
算
書
」
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
資
産
や
負
債
の
状
況
を
と
お
し
て
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で
き
る
と
共
に
、
得
ら
れ
た
情
報
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
健
全
で
効
率
的
な
財
政
運
営
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
�
増
え
た
資
産
と
減
っ
た
資
産

平
成
１４
年
度
末
と
１３
年
度
末
の
有
形
固
定
資
産
を

比
較
し
て
み
る
と
、
土
木
費（
４１
％
）と
教
育
費（
２９

％
）の
割
合
が
依
然
と
し
て
高
く
、資
産
残
高
も
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、

土
木
費
で
は
市
道
有
浦
東
台
線
道
路
改
築
事
業
や
高

館
・
樹
海
公
園
新
設
事
業
と
い
っ
た
大
き
な
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
教
育
費
で
は
、
平
成
１４
年

度
か
ら
城
西
小
学
校
改
築
工
事
が
始
め
ら
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
民
生
費
や
労
働
費
、
消

防
費
と
い
っ
た
費
目
で
は
資
産
残
高
が
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
減
価
償
却
費
に
伴
う
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
残
高
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

分
野
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
毎
年
度
の
予
算
で
高
い
割

合
を
占
め
る
民
生
費
の
多
く
は
扶
助
費
な
ど
の
よ
う

に
そ
の
年
度
に
お
い
て
消
費
さ
れ
て
し
ま
う
性
格
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
資
本
の
形

成
と
は
結
び
つ
か
な
い
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
は
表
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
。

２
�
貯
蓄
と
借
り
入
れ
の
状
況
は
？

資
産
の
部
の
「
投
資
等
」
は
、
約
１
億
円
の
減
少

と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
基
金
（
市
が
行
う
積
立
金

や
運
用
資
金
）
の
減
少
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
城
西
小
学
校
改
築
事
業
の
た
め
に
教

育
施
設
等
整
備
基
金
を
取
り
崩
し
た
た
め
で
す
。

基
金
と
は
、
家
計
で
い
え
ば
貯
蓄
に
当
た
る
も
の

で
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
で
は
前
述
の
ほ
か
流
動
資

産
の
中
に
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
の
積
み
立
て

残
高
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
貯
蓄
に
相
当
す
る
こ

れ
ら
の
基
金
の
合
計
は
約
２４
億
円
で
す
が
、
そ
れ
に

対
す
る
借
金
（
負
債
の
部
・
地
方
債
と
翌
年
度
償
還

予
定
額
の
計
）
は
２
６
４
億
円
と
１０
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

貸 方
資産調達の内容

（負債の部） これから負担する分

平成１３年度末 平成１４年度末

１．固定負債 ２８４億１千万円 ２８６億２千万円

（１）地方債 ２３８億円 ２４０億５千万円

（２）債務負担行為 ０円 ０円
① 物件の購入等 ０円 ０円
② 債務保証又は損失補填 ０円 ０円

（３）退職給与引当金 ４６億１千万円 ４５億７千万円

２．流動負債 ２３億円 ２３億５千万円

（１）翌年度償還予定額 ２３億円 ２３億５千万円

（２）翌年度繰上充用金 ０円 ０円

負 債 合 計 ３０７億１千万円 ３０９億７千万円

（正味資産の部） これまでの世代で負担した分

１．国庫支出金 １０１億８千万円 １０５億７千万円

２．都道府県支出金 ５３億３千万円 ５３億円

３．一般財源等 ３２３億５千万円 ３２４億４千万円

正味資産合計 ４７８億６千万円 ４８３億１千万円

負債・正味資産合計 ７８５億７千万円 ７９２億８千万円
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表表

資産を取得す
るために使っ
た市税など

有形固定資産
を取得するた
めに使った国
や県からのお
金

平成１４年度末
の市債残高
（翌年度償還
分を除く）

平成１４年度末
に全職員が退
職した場合の
手当の試算額

翌年度の償還
元金

シ ー ト（平成１５年３月３１日現在）


